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春
が
来
た

春
が
来
た

ど
こ
に
来
た

山
に
来
た

里
に
来
た

野
に
も
来
た

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
春
は
、
今
年

で
三
回
目
。
未
だ
安
心
し
て

生
活
で
き
る
状
況
で
は
な
い

が
、
少
し
ず
つ
我
々
の
生
活

が
も
と
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

学
校
生
活
も
ま
た
、
し
か
り
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
得

る
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
学
校
現
場
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
本
当
に
大

切
な
こ
と
は
何
か
、
見
つ
め

な
お
す
作
業
が
た
く
さ
ん
行

わ
れ
た
。
「
修
学
旅
行
に
は

行
か
せ
て
あ
げ
た
い
」
「
縦

割
り
の
遊
び
が
で
き
な
い
の

で
、
学
年
間
の
交
流
が
滞
っ

て
い
る
」
「
対
外
的
な
行
事

は
、
縮
小
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
「
来
賓
の
あ
い
さ
つ

は
い
ら
な
い
」
な
ど
な
ど
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
制
限

を
強
い
ら
れ
た
が
、
得
た
教

訓
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
教
訓
が

今
後
に
生
か
さ
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
空
白
の

〇
年
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

子
ど
も
た
ち
を
真
ん
中
に
、

教
職
員
が
い
き
い
き
と
働
け

る
学
校
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る

春
。
そ
の
た
め
の
「
働
き
方

改
革
」
に
し
て
い
こ
う
。

（
は
）

県
教
委

「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
基
本
方
針
」

を
改
定

県
教
委
は
、
昨
年
６

月
か
ら
７
月
に
か
け
て

全
市
町
村
の
抽
出
校
で

「
勤
務
実
態
調
査
」
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
月
４
５
時
間

超
の
時
間
外
在
校
等
時

間
は
小
学
校
で
約
６
２

％
、
中
学
校
で
約
６
９

％
で
す
。
持
ち
帰
り
仕

事
も
１
日
あ
た
り
小
学

校
教
員
で
３
２
分
、
中

学
校
教
員
で
２
９
分
あ

り
ま
す
。
そ
の
内
容
は

小
中
学
校
と
も
に
第
一

が
授
業
準
備
、
第
二
が

成
績
処
理
、
第
三
が
学

年
・
学
級
経
営
事
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
報

告
書
」
で
は
、
「
中
学

校
に
お
け
る
時
間
外
在

校
等
時
間
が
月
４
５
時

間
を
超
え
て
し
ま
う
主

な
要
因
は
部
活
動
の
指

導
時
間
で
あ
る
」
と
記

載
し
て
あ
る
点
も
注
目

に
値
し
ま
す
。
現
在
の

学
校
に
は
少
な
い
教
職

員
数
で
持
ち
授
業
時
間

数
も
多
く
、
１
学
級
の

児
童
生
徒
も
多
人
数
の

中
で
指
導
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
課
題
で

す
。調

査
を
し
た
昨
年
６

月
・
７
月
と
い
う
の
は

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
出
さ
れ
て
い

る
時
期
で
、
部
活
動
や

通
常
の
教
育
活
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
時
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
の
こ
の
調
査
結

果
は
よ
り
深
刻
と
い
え

ま
す
。
「
基
本
方
針
」

の
「
本
県
の
目
指
す
教

職
員
の
働
き
方
」
の
と

こ
ろ
で
は
、
「
日
本
一

働
き
や
す
い
」
と
か

「
埼
玉
の
先
生
に
な
り

た
い
」
と
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
「
現
状
と
課
題
」

が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と

に
は
、
「
働
き
方
改
革
」

な
ど
土
台
無
理
な
話
で

す
。
教
職
員
の
深
刻
な

労
働
環
境
の
把
握
が

「
基
本
方
針
」
策
定
の

第
一
歩
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

教
職
員
の
労
働

環
境
は
深
刻

埼
玉
県
教
委
は
、
県
教

委
を
任
命
権
者
と
す
る
市

町
村
立
小
・
中
学
校
・
特

別
支
援
学
校
と
県
立
学
校
・

特
別
支
援
学
校
で
働
く
教

職
員
の
「
働
き
方
改
革
基

本
方
針
」
（
２
０
２
２
年

４
月
１
日
～
２
０
２
５
年

３
月
３
１
日
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
回
の
目
標
は

「
時
間
外
在
校
等
時
間
を

月
４
５
時
間
以
内
、
年
３

６
０
時
間
以
内
の
教
員
数

の
割
合
を
２
０
２
４
年
度

末
ま
で
に
１
０
０
％
に
す

る
」
と
い
う
も
の
で
す
が
、

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、

「
教
職
員
定
数
改
善
や
少

人
数
学
級
を
含
め
た
教
育

条
件
整
備
」
と
「
現
行
業

務
量
の
抜
本
的
削
減
」
す

る
こ
と
な
し
に
は
、
前

「
基
本
方
針
」
同
様
に
目

標
倒
れ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

教
育
条
件
整
備
や
業
務

量
削
減
は
、
県
教
育
委
員

会
と
市
町
村
教
育
委
員
会

の
責
任
が
大
部
分
を
占
め

て
い
ま
す
。
埼
教
組
は
、

「
働
き
方
改
革
」
と
称
し

て
、
教
育
委
員
会
の
役
割

を
放
棄
し
て
、
早
く
退
勤

し
な
い
の
は
個
人
の
責
任

と
す
る
や
り
方
は
絶
対
に

反
対
で
す
。
勤
務
時
間
が

終
了
し
て
も
帰
れ
な
い
の

は
深
刻
な
人
員
不
足
と
過

重
な
業
務
量
が
原
因
で
す
。

そ
れ
を
改
善
し
な
い
限
り
、

実
効
性
あ
る
「
働
き
方
改

革
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
基
本
方
針
」
更
新
に
つ

い
て
、
労
働
条
件
に
深
く

関
わ
り
労
使
の
交
渉
事
項

と
し
て
埼
高
教
と
と
も
に

交
渉
を
重
ね
、
不
十
分
な

と
こ
ろ
は
残
し
ま
す
が
、

今
次
「
基
本
方
針
」
と
な

り
ま
し
た
。

3/29 埼教連交渉にて

県
教
育
委
員
会
や
市
町
村

教
育
委
員
会
の
権
限
と
責
任

で
行
う
「
条
件
整
備
」
「
業

務
量
削
減
」
を
重
点
項
目
と

し
た
こ
と
は
重
要
で
す
。

「
具
体
的
取
組
」
の
「
条

件
整
備
」
の
中
に
は
、
「
教

員
の
持
ち
時
数
削
減
に
向
け
、

専
科
指
導
加
配
・
専
科
指
導

に
係
る
非
常
勤
講
師
を
拡
充
・

新
設
」
「
小
学
校
及
び
中
学

校
１
年
生
で
の
少
人
数
学
級

編
成
の
実
施
」

「
教
員
業
務

支
援
員
（
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
）

を

拡

充

」

「
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

拡
充
」
「
部
活
動
指
導
員
の

拡
充
」
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
総
業
務
量
の
削
減
」
の

中
に
は
、
「
年
次
研
修
の
機

関
研
修
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
」
「
市
町
村
教
育
委
員

会
の
年
次
研
修
と
県
の
研
修

と
内
容
の
重
複
が
あ
る
場
合
、

縮
小
や
見
直
し
」
「
教
育
事

務
所
の
学
校
訪
問
に
つ
い
て
、

学
校
の
負
担
を
考
慮
し

て
過
度
な
応
対
は
必
要

な
く
資
料
等
の
簡
略
化
」

「
各
市
町
村
の
実
施
す

る
体
育
的
行
事
に
つ
い

て
、
児
童
生
徒
や
教
職

員
の
健
康
や
安
全
に
配

慮
し
、
大
会
の
源
泉
や

取
組
を
含
め
た
実
施
運

営
上
の
見
直
し
」
「
文

化
的
行
事
や
展
覧
会
等
に
つ

い
て
、
縮
減
、
廃
止
等
の
見

直
し
」
「
学
校
で
行
わ
れ
る

業
前
活
動
（
部
活
動
の
朝
練

習
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
始

業
前
に
は
原
則
行
わ
な
い
」

「
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
の
研
究
」
を
あ
げ
ま
し

た
。

ポ
イ
ン
ト
２

「
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

条
件
整
備
」

「
教
職
員
の
専
門
性
を
踏
ま
え
た

総
業
務
量
の
削
減
」
は
重
点
項
目

県
策
定
の
「
基
本
方
針
」

で
は
、
「
教
職
員
の
健
康
を

意
識
し
た
働
き
方
の
推
進
」

「
保
護
者
や
地
域
の
理
解
と

連
携
の
促
進
」
の
項
目
も
あ

り
ま
す
。
「
未
補
充
が
生
じ

な
い
適
切
な
後
補
充
の
配
置
」

「
４
週
に
つ
き
８
日
の
週
休

日
を
設
け
る
こ
と
の
徹
底
」

「
妊
娠
教
職
員
の
勤
務
軽
減

の
改
善
」
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
集
団
分
析
方
法
」
「
労

働
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
整

備
」
「
留
守
番
電
話
の
設
置
、

学
校
・
保
護
者
間
の
連
絡
手

段
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
「
学
校

閉

庁

日

を

５

日

以

上

」

「
『
学
校
の
部
活
動
に
関
す

る
方
針
』
の
意
義
に
つ
い
て

の
説
明
」
も
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

県
教
委
は
策
定
し
た
「
基

本
方
針
」
を
、
今
後
市
町
村

教
育
委
員
会
教
育
長
と
担
当

者
に
周
知
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
、
支
部
・
単
組
か

ら
市
町
村
教
委
に
対
し
て
、

働
き
方
の
現
状
と
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
市
町
村
教

育
委
員
会
に
よ
る
「
基
本
方

針
」
の
策
定
を
働
き
か
け
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

県
教
委
が
策
定
し
た
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
基

本
方
針
」
は
、
埼
教
組
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
県
教
委
リ
ン

ク
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
「
基
本
方
針
」
を
確
認
し

な
が
ら
、
現
在
の
教
職
員
の

深
刻
な
長
時
間
過
密
労
働
の

改
善
の
た
め
に
、
市
町
村

「
基
本
方
針
」
策
定
に
関
わ
っ

て
具
体
的
要
求
を
市
町
村
教

育
委
員
会
に
届
け
る
こ
と
が

こ
の
期
の
課
題
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
３

県
を
参
考
と
し
た

市
町
村
「
基
本
方
針
」

の
策
定
を

右のQRコードから、

埼玉県「学校における働き方改革基

本方針」のページへ飛べます。
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2
0
2
1
年
４
月
か
ら
子
ど
も
ら

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
学
校
で

も
家
庭
で
も
混
乱
や
問
題
が
お
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
新
年
度

に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
条
件
整
備
が
進

ま
な
い
中
、
研
修
や
授
業
公
開
の
押

し
つ
け
な
ど
教
職
員
に
も
大
き
な
負

担
を
強
い
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

「
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
で
学

校
・
教
育
は
ど
う
な
る
の
！
？

を

テ
ー
マ
に
５
月
８
日
（
日
）
１
３
時

半
～
埼
玉
教
育
会
館
で
講
演
会
を
催

し
ま
す
。
講
師
は
児
美
川
孝
一
郎
さ

ん
（
法
政
大
学
教
授
）
で
す
。
児
美

川
さ
ん
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
や｢

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化｣

に
造
詣

が
深
く
全
国
の
状
況
に
も
精
通
し
て

お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
学
び
や
学
校
の
あ
り
方

が
ど
う
変
わ
る
の
か
？

教
育
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
ね
ら
い
は
何
？
こ
れ
か
ら

の
教
育
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
ご

一
緒
に
学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

教
育
現
場
か
ら
の
報
告
と
質
問
・

意
見
交
流
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
さ

い
た
ま
市
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る

教
育
施
策
の
実
態
を
報
告
し
て
頂
き

ま
す
。

主
催
は
、
よ
り
よ
い
教
科
書
を
求

め
る
埼
玉
連
絡
会
で
、
埼
教
組
・
埼

高
教
の
後
援
も
う
け
て
い
ま
す
。
こ

の
連
絡
会
は
、
伊
奈
学
園
で
育
鵬
社

の
社
会
科
教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
2
0
1
2
年
か
ら

月
１
回
、
研
究
所
を
中
心
に
教

科
書
・
採
択
問
題
の
活
動
交
流
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
所
は
今
年
度
も
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も

何
人
で
も
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
学
習
会
の
企
画
の
相
談
・
講
師
派

遣
を
進
め
ま
す
。
ぜ
ひ
お
声
が
け
下

さ
い
。
（
事
務
局
長

山
内
芳
衛
）

教育文化

研究所
コーナー

ご
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

一向に先が見えないコロナ禍。皆さんの周
りにもコロナに感染された方がいらっしゃる
のではないでしょうか。誰が感染しても不思
議ではない状況の中で頼りになるのは何といっ
ても「全教医療共済」です。全教医療共済で
は「コロナ感染で入院」はもちろんのこと
「ホテル等での療養」そして「自宅療養」も
入院とみなして共済金を給付しています。
（一口当たり一日千円）もしご自身が、また
周りの方でコロナに感染し、申請がまだの方
がいらしたら埼教組共済までご連絡ください。
民間の保険会社ではコロナ感染に関しては

給付をしない、またコロナの流行を理由に保
険料を値上げする動きがあります。そのよう
な中で全教共済の有利性は際立っています。
今年も学校に春募集の資料を、新任者にも

全教共済を送付しています。職場でぜひ共済
の風を吹かせてください。「共済説明会」の
計画もよろしくお願いします。

この期の重要な会議や集会
・４/１６（土）１０時 ３か年計画実行推進委員会

・４/１６（土）１３時１５分 支部・単組・専門部

代表者会議（共済学習会兼ねる）

・５/１（日）１０時 埼玉中央メーデー オンライン

・５/３（火/祝）１３時

憲法集会 有明・臨海防災公園

・５/８（日）１３時３０分 教育ICT学習会

・５/２１（土）１０時 憲法闘争大学習会

・６/５（日）１２時３０分 埼教組定期大会

重要な署名
・「憲法改悪を許さない全国署名」最終６/５

・「かがやけ！みんなの笑顔

教育予算を増やして署名」最終７/８

・「最低賃金を１５００円に引き上げ署名」最終７/８

・「雇用と年金の確実な接続緊急署名」最終5/20

世
界
が
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
が

地
上
部
隊
を
撤
収
さ
せ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都

キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
周

辺
に
は
民
間
人
の
遺
体

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
数
多
く

の
遺
体
が
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
状
態
で
あ
り
、

手
を
縛
ら
れ
た
ま
ま
の

遺
体
も
あ
る
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

蛮
行
で
あ
り
、
国
際
人

権
法
に
反
す
る
戦
争
犯

罪
行
為
で
す
。
責
任
を

明
確
に
す
る
た
め
に
も
、

ロ
シ
ア
は
調
査
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

埼
教
組
は
、
全
日
本

教
職
員
組
合
（
全
教
）

の
呼
び
か
け
に
応
え
、

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
へ

の
人
道
支
援
カ
ン
パ
』

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

と
り
く
ん
だ
分
会
の
報

告
に
よ
る
と
、
報
道
さ

れ
る
悲
惨
な
状
況
か
ら

募
金
の
協
力
に
応
え
て

く
れ
る
教
職
員
が
大
変

多
い
と
い
う
の
が
特
徴

で
す
。

集
約
し
た
カ
ン
パ
は
、

全
教
を
通
じ
て
、
○
公

益
財
団
法
人

日
本
ユ

ニ
セ
フ
協
会
、
○
特
定

非
営
利
活
動
法
人
国
連

U
N
H
C
R
協

会

（
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
）
に
送
金
し

ま
す
。
と
り
く
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

２０２２年度
埼教組

法律相談日

５月２６日（木）
７月２８日（木）
９月２２日（木）

１１月２４日（木）
１月２６日（木）
３月２３日（木）

※時間：１６時半～
※場所：埼教組書記局内

委員長室にて

全教医療共済で
「コロナ」も安心

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

教

職

員

の

皆

様

の

「
法
律
相
談
」
を
担
当

し
て
い
ま
す
弁
護
士
で

す
。
２
人
と
も
浦
和
の

埼
玉
総
合
法
律
事
務
所

に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

牧
野
は
弁
護
士
３
７
年

目
、
伊
須
は
弁
護
士
２

０
年
目
に
な
り
ま
す
。

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

と
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
自
身
や

ご
家
族
の
職
場
の
ト
ラ

ブ
ル
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
長
時
間
労
働
、

労
働
災
害
、
解
雇
な
ど
）
、

家
庭
・
親
族
内
の
ト
ラ

ブ
ル
（
離
婚
、
相
続
、

親
権
・
面
会
交
流
な
ど
）
、

相
隣
関
係
、
不
動
産
の

問
題
（
売
買
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
欠
陥
な
ど
）
、

交
通
事
故
（
自
転
車
事

故
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
）
、
金
銭
の
や
り
取

り
、
男
女
の
問
題
、
刑

事
事
件
、
行
政
手
続
・

行
政
訴
訟
な
ど
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
、

若
し
く
は
、
起
き
そ
う

だ
と
感
じ
ら
れ
た
場
合
、

是
非
、
教
職
員
組
合
の

法
律
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

皆
様
に
早
期
に
ご
相

談
を
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
深

刻
化
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
、
早
期
解
決
や

妥
当
な
解
決
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

法
的
ト
ラ
ブ
ル
が
蒸
し

返
さ
れ
な
い
よ
う
な
対

応
も
重
要
で
す
。

私
た
ち
弁
護
士
は
、

守
秘
義
務
を
負
っ
て
い

ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と
や
、
あ
ま
り

話
し
た
く
な
い
内
容
で

あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
心

配
さ
れ
な
い
で
、
ま
ず

は
気
軽
に
ご
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

法律相談は

埼教組へ！

お気軽に
ご相談

ください。
弁護士

伊須慎一郎
い す

弁護士

牧野丘
たかし


